




 

 PMD 患者の栄養所要量を決めるため、患者の栄養調査ならびに N 出納試験を

行った。 

 昭和 50 年 7 月を第 1 回とし、以後 51 年 1 月、7 月、52 年 1 月、7 月の計 5

回実験を行ったが、前 3回の成績については 51 年度研究成果報告書にすでに述

べた。重篤度のことなる PMD 患者 18 名(A、B、C 群それぞれ 8.7.3 名、昭和 52

年 7 月現在の平均年令それぞれ 13 才、16 才 2 ケ月、22 才)について 3日間にわ

たり栄養調査を行い、N出納試験、基礎代謝量測定を行った。 

 対象患者は年令の大きいほど重篤で、A、B 両群はこの 1年間僅かながら体重

増加を示しているが、C 群は減じており、またこの群の 1 人は死亡したため実

験開始時(昭和 50 年)の 4 名から 3名となった。 


